
GL08D  かんたんセットアップマニュアル

ソフトウェア（ユーティリティ）をインストールしてください

お客さまがインターネットへの接続・切断を行う際に利用するソフトウェアをユーティリティといいます。下記の手順に従って、ユーティリティをインストールしてください。

Windowsをご利用の場合 ※画面表示、手順はWindows 8を例としています。 ※画面表示、手順はMac OS X 10.8を例としています。

Macの電源を入れ、OSを起動します。

「続ける」をクリックします。

「続ける」をクリックします。

「同意する」をクリックします。
・ 「インストール先の選択」の画面が表示された場合

は、インストール先を選択して、「続ける」をクリックしま
す。

「インストール」をクリックします。

名前（ユーザ名）とパスワードを入力して、「ソフトウェアを
インストール」をクリックします。
・  インストールが始まります。

「再起動」をクリックします。
・ 再起動するとインストールが完了します。

パソコンの電源を入れ、OSを起動します。

「AutoRun.exeの実行」をタップまたはクリックします。
・ 「ユーザーアカウント制御」の注意画面が表示された
 ら、「はい」をタップまたはクリックします。

「次へ」をタップまたはクリックします。

「同意する」をタップまたはクリックします。

「次へ」をタップまたはクリックします。

スタートメニューを設定し、「インストール」をタップまた
はクリックします。
・  インストールが始まります。

「今すぐ再起動する」を選択し、「完了」をタップまたはク
リックします。

・ 再起動するとインストールが完了します。

【注意】

 ・本機を一部のパソコンに取り付けたときに、本機とパソコンの間に隙間が生じる場合がありますが、接続に問題はありません。また、無理に力を加えて押し込もうとすると、本機ならびに

  パソコンが破損する恐れがありますのでご注意ください。

・インストール中に本機を取り外さないでください。インストールが正常に行われない、またはシステムがダウンしたり、そのほかの異常を起こしたりする恐れがあります。

・OSを起動する際には管理者権限（Administrator）でログインしてください。管理者権限でログインしていることを確認する方法は、本書の「困ったときは」を参照してください。

・本機をパソコンに取り付けた状態でスリープ（サスペンド/レジューム）、または休止（ハイバネーション）を行うと、正常に動作しない場合があります。必ず本機を取り外してから、スリープ、

  または休止を行ってください。

・本機を取り付けた状態で、再起動や電源を入れると正常に動作しない場合がありますので、パソコンを起動する前に本機を取り外してください。

本機以外の「EMOBILE HWユーティリティ」がすでにインストールされている場合には、該当
する製品の取扱説明書を参照してアンインストールを実施してから、本機のユーティリティを
インストールしてください。

【注意】
 

Macをご利用の場合

・ 「Macintosh HD」はハードディスクの名称です。ご使用
の環境によって、表示される名称は異なります。

1

本機をパソコンに接続します。
・ 自動的にインストールが始まるまで約45秒ほどかかり
 ます。
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本機をMacに接続します。
・ 「EMOBILE_UTILITY」フォルダの「EMOBILE HWユー

ティリティ」をダブルクリックします。
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「EMOBILE_UTILITY」をタップまたはクリックします。3

6

「Japanese（日本語）」を選択して「OK」をタップまた
はクリックします。
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EM chip<micro>（microSIMカード）を取り付けてください

EM chip<micro>の取り付けかた

梱包品を確認してください

お買い上げいただいた商品には次のものが入っています。万一、不足している場合
には、お問い合わせ先（裏面参照）にご連絡ください。

GL08D本体 USBケーブル
（PGD03LDZ10）

かんたんセットアップ
マニュアル（本書）

保証書

ご利用いただくにあたって

本機の利用できる環境は下記のとおりです。

動作環境を確認してください

Windows XP：256MB以上（推奨512MB以上）
Windows Vista：512MB以上（推奨1GB以上）
Windows 7：1GB以上（32ビット）／2GB以上（64ビット）
Windows 8：1GB以上（32ビット）／2GB以上（64ビット）
Mac OS X：256MB以上（推奨512MB以上）

推奨200MB以上（100MB以上の空き容量が必要）

USB 2.0 High Speed

OS

メモリ

ハードディスク

インターフェイス

USBコネクタを起こしてください

パソコンとの接続時は、本機のUSBコネクタを矢
印の方向に起こします。

 ・本機を持ち運ぶときは、パソコンから取り外し、USBコネクタを倒してください。パソコン
 に接続したままやUSBコネクタを起こしたままで持ち運ぶと、USBコネクタなどに誤って衝
 撃がかかり、故障の原因となります。

本機のカバーを、矢印の方向にスライドしてから
取り外します。

EM chip<micro>のIC部分を下にして、矢印の方
向にEM chip<micro>を挿入します。

1

2

EM chip<micro>が奥まで挿入されていることを確
認してから、カバーを矢印の方向にスライドして取
り付けます。

3

本機をご利用になるお客さまに貸与されている
ICカードのことをEM chip＜micro＞（エムチップ
＜マイクロ＞）といい、お客さまの電話番号など
の情報が記録されています。本機を使用する
にはEM chip＜micro＞を本体に取り付ける必
要があります。EM chip＜micro＞を取り付けて
いない本機をパソコンと接続しても、データ通信
は一切できません。EM chip＜micro＞台紙に
記載されている取扱説明も参照してください。

Windows XP Home Edition Service Pack 3以降
Windows XP Professional Service Pack 3以降
Windows Vista Home Basic（32ビット/64ビット）
Windows Vista Home Premium（32ビット/64ビット）
Windows Vista Business（32ビット/64ビット）
Windows Vista Ultimate（32ビット/64ビット）
Windows 7 Starter（32ビット）
Windows 7 Home Premium（32ビット/64ビット）
Windows 7 Professional（32ビット/64ビット）
Windows 7 Ultimate（32ビット/64ビット）
Windows 8（32ビット/64ビット）
Windows 8 Pro（32ビット/64ビット）
Mac OS X 10.6～10.7（32ビット/64ビット）
Mac OS X 10.8（64ビット）
※対応OSはすべて日本語版となります。

切り欠き
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IC部分
（表面）

（裏面）

GL08D、USBケーブルの取り扱いについて（共通）

 危険
分解、改造をしないでください。
発熱、発火、感電や故障の原因となります。なお本機の改造は電波法違反になります。

強い日光や熱風が直接当たる所、炎天下の車内、火のそば、暖房器具のそばなど、高温になる所での使用、
放置はしないでください。
発熱、発火、変形、変色や故障の原因となります。また本機が高温になり、やけどの原因になる可能性があ
ります。

濡れた手で触れないでください。
感電や故障の原因となります。

浴室などで使用したり、水の中につけたりしないでください。
発熱、発火、感電や故障の原因となります。

コップのそばなど、液体がこぼれる恐れがある場所では使用しないでください。
液体がこぼれて濡れると、感電、発熱、故障の原因となります。

水や飲料水、ペットの尿などで濡らさないでください。
火災、やけど、けが、感電の原因となります。

無理な力や強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。
発熱、発火、破裂、故障、本人や他の人のけがの原因となります。

 警告
必ず指定の機器をご使用ください。
指定以外の機器を使用すると、発熱、発火、破裂、故障の原因となります。

コネクタ、プラグなどの端子部分に導電性異物（金属片、鉛筆の芯など）を触れさせないでください。
また内部に入れないでください。
ショートによる火災や故障の原因となります。

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に入れないでください。
発熱、発火、感電や故障の原因となります。

ガソリンスタンドなど引火、爆発の恐れがある場所では、本機を使用しないでください。
爆発や火災の原因となります。

煙が出ている、変な臭いがするなどの異常な状態の場合は、すぐに使用をやめて、パソコンから取り
外し、お問い合わせ先（裏面）にご連絡ください。
そのまま使用し続けると、発熱、発火の原因になります。

落雷の恐れがあるときは、パソコンから取り外し、パソコンの電源を切ってください。
落雷、感電、発火の原因となります。また屋外の場合は安全な場所へ移動してください。

長時間使用しない場合、本機をパソコンから取り外してください。
感電、火災、故障の原因となります。

 注意
小児や乳幼児の手の届かない場所に保管してください。
誤って飲み込むなど、事故やけがの原因となります。

小児が使用する際には、保護者が本書の内容を教え、また、使用の途中においても、本書どおりに使
用しているかどうか注意してください。
感電やけがの原因となります。

湿気やほこりの多い場所や高温になる場所での使用や保管はしないでください。
故障の原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。
落下して、けがや故障の原因となります。

ご利用いただくにあたって

 本機はイー・モバイルの提供するサービスエリアおよび国際ローミングのサービスエリアにおいてご使用に
なれます。 
This product can be used in the coverage that EMOBILE offers and the coverage of the 
International roaming.

 サービスエリア内であっても、屋内や電車の中、トンネル、地下、ビルの陰、山間部など電波の伝わりにく
いところでは、通信ができない場合があります。また地域的に電波の伝わりにくい場所もありますので、あ
らかじめご了承ください。

 電波状態が一定以上悪くなった場合には、突然通信が途切れることがあります。電波状態が良いところでも
通信が途切れることがあります。あらかじめご了承ください。

 本機は高い秘匿性を有しておりますが、電波を使用している以上、第三者に通信を傍受される可能性がないとは
いえません。留意してご利用ください。

 本機は電波法に基づく無線局ですので、電波法に基づく検査を受けていただくことがあります。
 公共の場でご使用の際は、周りの方の迷惑にならないようにご注意ください。
 EM chip<micro>（microSIMカード）を取り付けていない状態では一部使用できない機能があります。
 本書および本書に記載された製品の使用によって発生した損害、およびその回復に要する費用については、
当社は一切の責任を負いません。

 本機の使いかたを誤ったときや静電気、電気的ノイズの影響を受けたとき、また、故障・修理のときなどに
は登録している情報が消失する恐れがありますが、当社は一切の責任を負いません。

 本機に登録した情報は必ず別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いします。

安全上のご注意
• ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになっ
た後は、必要なときにご覧になれるよう大切に保管してください。
• 以下の注意事項は、ご使用になる方や他の方への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容が記載さ
れていますので、よくお読みの上、必ずお守りください。

表示区分の説明
次の表示区分は、表示内容を守らずに誤った取り扱いをした場合に生じる危害・損害の程度について説明
しています。

 危険
この表示の内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を
負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。

 警告
この表示の内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容を示しています。

 注意
この表示の内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性
が想定される内容、および物的損害の発生が想定される内容を示しています。

図記号の意味

禁止
本機の取り扱いにおける禁止事項（してはいけないこと）を示しています。

分解禁止

本機を分解すると感電などの傷害を負う恐れがあるので、分解してはいけない
ことを示しています。

濡れ手禁止

本機を濡れた手で扱うと感電する恐れがあるので、濡れた手で触ってはいけな
いことを示しています。

水濡れ禁止

本機を水に濡らすなどして使用すると漏電による感電や発火の恐れがあるの
で、水に濡らしてはいけないことを示しています。

風呂、シャワー室で
の使用禁止

本機を風呂、シャワー室で使用すると漏電による感電や発火の恐れがあるので、
風呂、シャワー室で使用してはいけないことを示しています。

指示

本機の取り扱いにおける指示事項（必ず実行していただくこと）を示していま
す。

電源プラグを必ずコ
ンセントから抜く

パソコンの電源プラグを必ずコンセントから抜いていただくことを示していま
す。

具体的な内容は図記号とともに文章で示します。

GL08Dの取り扱いについて

 警告
車両の運転中に本機を使用しないでください。
交通事故の原因となります。車両を安全な場所に止めてからご使用ください。

歩行中の使用は、注意力が散漫になりやすいので、周囲には十分ご注意ください。

万が一、異物（金属片・水・液体）が製品の内部に入った場合は、パソコンから取り外し、お問い合
わせ先（裏面）にご連絡ください。
そのまま使用すると火災や感電の原因となります。

航空機内や病院など、使用を禁止されている場所では本機を使用しないでください。
電子機器や医用電気機器に影響を及ぼす恐れがあり、事故の原因となります。

 注意
自動車の電子機器に影響が出る場合は使用しないでください。
安全走行を損なう恐れがあります。

長時間の連続使用などで本機が温かくなることがありますが、手で触れることのできる温度であれば
異常ではありません。ただし、長時間触れたまま使用していると、低温やけどになる恐れがあります。

クレジットカードなどを本機に近づけないでください。
クレジットカードなどの磁気カードデータが消える恐れがあります。

周囲温度 -10～ 40℃、湿度5～95％の範囲でご使用ください。

皮膚に異常が生じた場合は、ただちに使用を止め、医師の診断を受けてください。
お客さまの体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹などが生じる場合があります。

本機に使用されている材料や表面処理は以下に記載のとおりです。
使用箇所 使用材料・表面処理

製品本体 本体 PC1414
ねじ スチールニッケルメッキ
USBコネクタ スチールニッケルメッキ
ラベル 3M7815

USBケーブル 本体 PVC
USB接続端子 銅メッキ、銅合金

USBケーブルの取り扱いについて

 警告
コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いものを載せたり、引っ張っ
たり、無理に曲げたりしないでください。
コードを傷め、火災や感電の原因となります。

雷が鳴り出したら、USBケーブルには触れないでください。
落雷、感電の原因となります。

 注意

コードの根元部分を無理に曲げないでください。

USBケーブルを取り外す場合は、コードを引っ張らずにコネクタを持って抜いてください。
コードが傷つき、感電、火災の原因となります。

裏面に続く→



インターネットに接続／切断する

  本機をパソコンのUSBポートに接続します。

・  デバイスの検出を行い、自動的にインターネットに接続されます。

・ インターネットに接続されると、Windowsの場合はタスクトレイ、Macの場合はメニューバーの

EMOBILE HW Utilityアイコンが接続したネットワークを表すアイコンに変わります。

・ ご利用中のパソコンの環境によっては、OS起動時にユーティリティが自動起動しないことが
あります。その場合、Windowsではデスクトップ、MacではDockにあるユーティリティのショート
カットアイコンをダブルタップまたはダブルクリックします。

■EMOBILE HW Utilityアイコンの見かた

※2013年6月時点では、海外LTEネットワークへの接続は提供しておりません。

アイコン 説明

 ユーティリティ起動済み（本機およびネットワーク未接
続）

           ⇔
状態表示：LTEネットワーク接続済み（電波状態：
強⇔弱）（黒）

（黒）

（青）

（青）

（青）

（グレー）

（グレー）

（グレー）

（グレー）

（グレー）

（グレー）

     ⇔ 
状態表示：3Gネットワーク接続済み（電波状態：強
⇔弱）

インターネットに接続する

インターネット接続を切断する

  Windows 8の場合は、タスクトレイのEMOBILE HW Utilityアイコンをダブルタップしてユー

ティリティのメイン画面を表示し、右上の（   ）をタップします。

困ったときは

本機では、通信状態、異常状態などの情報をLEDの点灯によってお知らせします。 

LED色および1秒間における変化 通信状態/異常状態

赤点滅（等間隔で点滅） ・ 本機が起動中です
・ EM chip<micro>が未挿入です
・ EM chip<micro>が完全ロック状態です
・ EM chip<micro>が正常に読み取れません

・ ネットワークを検索中です
・ ネットワークに登録中です

・ PINコード入力待ち
・ PUKコード入力待ち

赤点滅（短く点灯、長く消灯）

赤点灯 圏外

橙点滅（等間隔で点滅）

青点滅（短く点灯、長く消灯） 待機状態（通信中、発信中以外の状態で、かつ圏内）

青点滅（等間隔で点滅） ダイヤルアップ中

青点灯 ダイヤルアップ成功、安定した通信状態です

LEDステータスランプの見かた

接続先の変更

・   本機が正しくパソコンに接続されているかどうかを確認してください。

・ Windows 7 の場合はデスクトップで「コンピューター」（Windows Vista の場合は「コ
ンピュータ」）を右クリック→「プロパティ」→「システムの詳細設定」→「ハードウェア」
をクリックします。

・ Windows XP の場合はデスクトップで「マイコンピュータ」を右クリック→「プロパティ」
→「ハードウェア」をクリックします。

1. デスクトップ画面で、画面の右端からスワイプ（マウスで操作する場合は、画面の右
上隅／右下隅に移動）→チャームで「設定」→「コントロールパネル」→「システムと
セキュリティ」をタップまたはクリックします。

2. 「デバイスマネージャー」を選択し、以下が表示されてい
ることを確認します。
HUAWEI Mass Storage USB Device
HUAWEI Mobile Connect – Extra Control Device
HUAWEI Mobile Connect - Network Card
HUAWEI Mobile Connect - PC UI Interface (COMXX)
HUAWEI Enumerator Device
HUAWEI Mobile Connect - Bus Enumerate Device
USB Composite Device
USB 大容量記憶装置（Windows XP では「USB 大容量
記憶装置デバイス」）
※COM ポートの番号はパソコンの環境によって異なります。

パソコンが本機を認識しない。

・   本機をパソコンから一度取り外し、パソコンを再起動してから、再度接続してください。

/dev/tty.HUAWEIMobile-Pcui

Windowsの場合は、以下の手順で本機が正しく接続されていることを確認してください。

Macの場合は、以下の手順で本機が正しく接続されていることを確認してください。

本機をパソコンに接続しても、インストーラーが自動的に起動しない。

システムが新しいハードウェアを認識してから、インストール準備に時間がかかりますので、45秒
程度お待ちください。一定時間経過してもインストーラーが自動的に起動しない場合は、本
機を一度パソコンから取り外してから、再度接続してください。

なお、自動起動しない場合には、下記の手順にてお試しください。

  

・  サービスエリア内であることをご確認ください。
・  電波状態が良くないところであれば、電波状態が良いところへ移動して、もう一度イン

ターネットに接続してください。
・ 時間帯によって接続先が混雑していることもありますので、しばらくしてからもう一度イン

ターネットに接続してください。
・ EMOBILE HWユーティリティを起動し、「プロファイル設定」が正しく設定されているかどう

かを確認してください。詳細は取扱説明書の「接続先（プロファイル）設定」を参照してく
ださい。

インターネットへの接続が失敗した。

1.   ユーティリティのメイン画面の接続タブで「設定」をタップまたはクリックします。

2. ナビゲーションツリーの 「プロファイル設定」 で各設定が正しく設定されていることを
確認してください。

1.   「スタート」→「コントロールパネル」をクリックします。

2.   「ユーザーアカウントと家族のための安全設定」→「ユーザーアカウント」 をクリックし
ます。

3.   画面の右側に現在ログインしているユーザー名と、 アカウントの種類が表示されて
います。アカウントの種類が 「Administrator」 であれば管理者権限でログインして
います。

1.   「スタート」→「スタート」 メニューの一番上に表示されている現在ログインしている
ユーザー名を確認します。

2.   「コントロールパネル」→「ユーザーアカウント」→「ユーザーアカウント」 をクリックしま
す。

3.   1. で調べたユーザー名の下に「コンピュータの管理者」と表示されていれば、 管理
者権限でログインしています。

1.   アップルメニューから「システム環境設定…」をクリックします。

2.   「ユーザとグループ」をクリックします。

3.   画面の左側に表示される「現在のユーザ」が「管理者」であれば管理者権限でロ
グインしています。

※参照にはアドビシステムズ社が配布しているAdobe Readerが必要です。

管理者権限（Administrator）でログインしているのか判らない。

詳細な取扱説明書を参照したい。

Windows 7およびWindows Vistaの場合

1.   デスクトップ画面で、 画面の右端からスワイプ（マウスで操作する場合は、 画面の
右上隅／右下隅に移動）→チャームで 「設定」→「コントロールパネル」 をタップま
たはクリックします。

2.   「ユーザーアカウントとファミリーセーフティ」 カテゴリの 「アカウントの種類の変更」 を
タップまたはクリックします。

3.   現在ログインしているアカウントの種類が「Administrator」であれば管理者権限で
ログインしています。

Windows 8の場合

Windows XPの場合

Macの場合

【お問い合わせ先】

イー・アクセス株式会社    2013年6月 第1版 

イー・モバイル カスタマーセンター
イー・モバイル携帯電話から：157（無料）

一般電話から：0120-736-157（無料）
※他社の携帯電話、PHSからもご利用いただけます。 

海外から：+81-3-6831-3333（有料）
受付時間  9:00～21:00（日本時間/年中無休）
※間違い電話が多くなっております。番号をよくお確かめの上、
  おかけください。
※一部の光電話、IP電話等からはご利用いただけない場合があり
  ます。

ホームページ　http://emobile.jp/

1.  デスクトップ画面で、画面の右端からスワイプ（マウスで操作する場合は、カーソルを画 
    面の右上隅／右下隅に移動）→チャームで「検索」→「アプリ」→「コンピューター」をタッ   
    プまたはクリックします。
     ・ Windows 7の場合は「スタート」→「コンピューター」、Windows Vistaの場合は「スター 
    ト」→「コンピュータ」、Windows XPの場合は「スタート」→「マイコンピュータ」をクリックし 
    ます。

2.  「EMOBILE_UTILITY」をダブルタップします。

Windowsの場合

Macの場合

1.        →「デバイス」→「EMOBILE_UTILITY」をクリックします。

2.  「EMOBILE HWユーティリティ」をダブルクリックします。

・ 画面表示はWindows 8を例としています。

1

オプション画面のナビゲーションツリーから「プロファイル設定」をタップまたはクリックします。2
プロファイル名のプルダウンリストで接続先をタップまたはク
リックします。

3

 「通常設定にする」をタップまたはクリックします。
・  設定が保存され、変更したプロファイルでインターネットに

再接続されます。

 ユーティリティのメイン画面で「設定」をタップまたはクリック
します。

・  ユーティリティが最小化表示の場合は、タスクトレイの
EMOBILE HW Utilityアイコンをダブルタップしてユーティリ
ティのメイン画面を表示します。マウス操作の場合は右ク
リックして「表示」をクリックします。

・ Macの場合は、メニューバーのEMOBILE HW Utilityアイ
コンをクリックしてユーティリティのメイン画面を表示します。

4

下記の手順に従って、ご利用になる接続先に変更してください。画面表示はWindows 8を例にしています。

お買い上げ時は、OS起動時にEMOBILE HW ユーティリティ（以下、ユーティリティ）が自動的に最
小化表示で起動するように設定されています。Windowsの場合はタスクトレイ、Macの場合はメ
ニューバーにEMOBILE HW Utilityアイコン（   ）が表示されます。

・  ユーティリティのメイン画面（Macの場合はユーティリティのメニューバー）より「ヘルプ」→
「ヘルプ」をタップまたはクリックすることで、取扱説明書を参照できます。 

 

1.        →「アプリケーション」→「ユーティリティ」→「     ターミナル」をダブルクリックして起動
します。

2.   ターミナルウィンドウが表示されたら、「ls /dev/tty.*」を入力します。

3.   次の情報が表示されることを確認します。

1

  切断確認画面で「OK」をタップまたはクリックします。

・ インターネット接続が切断され、ユーティリティが終了します。

・ Windowsでマウス操作の場合は、EMOBILE HW Utilityアイコンを右クリックして「終了」をク

リックします。

・ Macの場合は、メニューバーのEMOBILE HW Utilityアイコンをクリックして「終了」をクリックし

ます。

2

1
電波状態：圏外

状態表示：海外LTEネットワーク接続済み（電波状
態：強⇔弱）※     ⇔
状態表示：海外3Gネットワーク接続済み（電波状
態：強⇔弱）     ⇔
状態表示：GSMネットワーク接続済み（電波状態：
強⇔弱）     ⇔

※EMOBILE HWユーティリティには、あらかじめ2つのプロファイル（接続先）が登録されていま
す。これらのプロファイルは削除・編集できません。

em.std

em.gbl

本接続先はユーティリティの初期設定となっています。通常はそのまま

変更せずにご利用ください。

グローバルIPアドレスのご利用が可能な接続先です。


